
奥山廃寺(奥山久米寺)の調査

一第114-8次

1 はじめに

明日香村奥山に所在する奥山廃寺には、現在、奥山久

米寺が営まれており、塔跡に鎌倉時代の十三重石塔が建

つことで知られる。伽藍中心部は、塔跡(1987年度)、金

堂跡(1989年度)など、数次にわたる発掘調査の結果、

四天王寺式の伽藍配置をもっと想定されている。

本調査は、奥山久米寺の束門改修にともなう事前調査

で、金堂と塔の中聞東方に東西3.5mx南北2.0mの調査

区を設定した。当該地は推定回廊内で、塔基壇外側を二

重にめぐる犬走り石列の東北隅推定位置である。隣接地

の調査成果から、奈良時代に施された瓦敷きの検出が期

待された。また、 1995年度皿区の調査では、本調査区の

東に 9世紀頃埋没した池状遺構SX335を確認しており、
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その西端部の検出も謀題となった。調査は2∞1年11月19
日に開始し、 28日に終了した。

調査区の基本層序は、近現代の盛土 (20cm)、盛土以前

の旧地表面とその堆積層(淡緑灰砂および黒灰砂、 6cm)、磯・

瓦片・凝灰岩などを含む整地層(暗褐粘質土、 10ω)、そ

れ以前の地表面(黄緑砂、1.5cm)、機・瓦を少々含む整地

層(貨禍粘質土、 10cm)となり、その下層に多量の瓦片と

礁を含む粘性のきわめて強い層(階禍粘土、 15-20cm;瓦

様層と呼称)が堆積しており、それを除去すると瓦敷き

に達する。瓦敷きの下層には、後述する整地層がある。

なお、階褐粘質土を切りこむ形で、直径50-60cmの平板

な花両岩 1個のほか、幅20cm程度の南北講を形成するよ

う、整形された花両岩がならべられている。これらの石

は旧地表面をなす淡緑灰砂から突出するため、これとも

しくはこの時期に同時期に併存する東門にともなう施設

とみられる。なお瓦敷き上面の標高は、約96.0mである。
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図81 第114-8次調査区位置図 1: 500 
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図82 第114-8次調査遺構平面図 1・30

2 検出遺構

瓦敷き 既調査区で検出した瓦敷きを、本調査区でも確

認した。北辺部には比較的大きな平瓦片を、凸面を上に

して敷きならべている。あきらかに故意に敷いたもので

あり、東西にならぶ瓦の南辺をそろえているようにも見

えるが、延長部の状況は不明である。調査区中央部以南

の瓦は小片で、必ずしも凸面を上としない。ただし、す

べて平瓦であり、上面に破面をみせないことから、一つ

ひとつ敷いたものではないにせよ、地表面を形成する瓦

敷きであったことは確実とみられる。この瓦敷きの瓦は、

既調査の見解と同様、 7世紀後半を中心としながらも奈

良時代のものを含む。なお、瓦敷きの抜けた箇所は、比

較的新しい時期の土坑で破壊された部分である。

石列 調査区西方には、径25cm程度の花嗣岩質の玉石が

東西に2個ならび、東の石の北側には鴎尾片と丸瓦が続

く。これらの北と西には比較的大ぶりな平瓦を敷きつめ

ており、あたかも何らかの施設の東南隅部分のような様

相であるが、性格は不明である。鳴尾片は表面を下に、

丸瓦片は凸面を上にしており、やはり敷かれたような様

相を呈する。土層の観察から、花嗣岩質玉石も含めて、

これらは瓦敷きと同時期の仕事とみられる。

先述したように、本調査区は1987年度に検出した塔基

壇周囲を二重にめぐる外側の犬走り石列の東北隅がかか

る位置にあたる。既調査で確認した犬走り石列は、人頭

大の玉石を 1石もしくは2石幅で東西にならべる。出土

した2個の玉石列や瓦敷きの目地は、位置的にみでほぼ

犬走り延長部にあたるが、南方に折れる石列はまったく

確認できなかった。

E敷き下層の整地層 瓦敷きが破壊された部分を中心に

土層の断面観察をした結果、瓦敷きの下層に瓦が多量に

入る整地層(黄茶灰粘質士、ここでは瓦層と呼称する)があ

ることを確認した。瓦層は厚きが15cmほどであり、離を

含まず、比較的大ぷりの瓦を乱雑に投げこみ、敷いたも

のでないことはあきらかである。瓦敷きがよく残る箇所

の下層も、ピン差込による調査の結果、同様の瓦層があ

ると考えられる。ただし東方には揖乱があり、瓦層の正

確な範囲は不明とせざるをえない。なお、この瓦層から

出土した瓦は 7世紀前半のものである。

さらに、瓦層の下層には遺物をほとんど含まない整地

層(茶斑のある黄灰シルト、厚さ約17cm)がある。わずかに

出土した土師器片も 7世紀のものであった。これらの土

層の解釈については後述する。

なお、検出が予想された池状遺構SX335の続きは、調

査区東壁の断面観察(標高95.4mまで確認)では、検出で

きなかった。土層の観察からみて、本調査区がSX335の

埋土上にあるとは考えられず、 SX335の東西幅は最大で

も8.5mである。(箱崎和久)

3 出土遺物

わずか7niの調査区から多量の瓦類が出土した。内訳

は軒丸瓦7点、軒平瓦4J点、鴎尾 I点、製斗瓦 1点、丸

瓦337点 (43kg)、平瓦1390点(1l9kg)である。

軒耳軒丸瓦は奥山廃寺E型式Aが1点、 Fが1点、皿

型式Aが1点、 VIH型式Aが2点、 XV型式が 1点、雷紋

縁複弁八弁蓮華紋軒丸瓦(いわゆる紀寺式)が 1点、軒平

瓦は l型式Aが2点、 3型式Bが2点である。奥山廃寺

では今回はじめて雷紋縁複弁八弁蓮華紋軒丸瓦が出土し

た。この瓦に関しては、奥山廃寺所用瓦あるいは瓦敷き

敷設時の搬入品の両面で、可能性を想定しておきたい。
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図83 第114-B出土鴎尾拓本は1: 6 

丸・平E 瓦層から出土した丸瓦は35点 (7.4kg)、平瓦

は178点 09.8kg)である。丸瓦は玉縁部を別成形するも

のに限られる。平瓦凸面はスリ消したものが大半で、わ

ずかにハケ目を残すものが含まれる。いずれも 7世紀前

半の時期に相当するものとみてよい。

醜尾 出土した部分は左側面基底部の破片である(図83)。

幅3-4cmの粘土紐を積み上げて成形し、内・外面を斜

格子叩きで叩き締める。内面にはさらに同心円のあて具

痕跡が残る。鰭部は正段を削り出し、縦帯は2条の凸帯

を貼りつける。側面には基底部から約30cmの位置に、ま

た腹部にも基底部から12cmの位置に弧形の透し孔がある。

入母屋屋根用の鴎尾で、出土地点からみても、金堂所用

と判断してよいであろう。

この鴎尾の正段や縦帯の意匠・成形手法は岡山県牛窓

町所在の寒風古窯祉群出土例と酷似している。寒風例と

酷似した製品はこのほかにも岡山県や香川県で多く確認

されており、近年では大阪府細工谷遺跡でも出土した。

今回さらにその範囲が東に広がることとなった。

これまで岡山県から奥山廃寺や豊浦寺に供給した瓦窯

として、都窪郡山手村所在の末ノ奥窯跡の存在が知られ

ていたが、児島湾を中心とした、さらに広い範囲で飛.n
地域の寺院へ供給する瓦類の生産がおこなわれている可

能性が高くなった。 (西川雄大)

4 成果と課題

本調査では瓦敷きを検出し、あらたに見切りとなる可

能性がある石・瓦列を検出した。伽藍内建築の具体的な

規模などに関する情報は得られなかったが、鳴尾の出土

とともに、瓦敷き下層に瓦層を発見したことによって、
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造営の様相をうかがう資料を得た。

既調査により、金堂は 7世紀前半中頃の創建と考えら

れ、川原寺中金堂に匹敵する、飛鳥時代寺院としては第

一級の基壇規模をもつことが判明している。入母屋造用

鴎尾の出土により、金堂の建築自体も比較的格の高いも

のと推定できるようになった。ただし、この鴎尾は瓦敷

きの一部をなすことから、瓦敷きが施工された時期まで

には廃棄されたことになる。

ところで、 7世紀後半以降に金堂基墳は大がかりな改

修を施されたことが判明している。また、掘込地業を伴

う塔は、その基壇土中に 7世紀前半の瓦を多く含むこと

から 7世紀後半には建立されたと考えられる。本調査区

で検出した瓦敷き下層の瓦層は、 7世紀前半の瓦を多量

に含み、土層の標高も塔基壇土中のものとほぼ一致する

が、塔基壇中の瓦層は内側の犬走りまでで終わり、その

外側にはのびない。金堂周囲の瓦敷き下層でもこのよう

な瓦層を検出しておらず、この瓦層の性格は不明とせざ

るをえない。ただし、瓦層に含まれる瓦および塔基壇中

の瓦の量は、屋根の一部の瓦葺き替えとみるには、あま

りにも量が多く、大規模な上部構造の改修にともなうも

のと考えられる。瓦研究者から同様の指摘もあり(佐川

正敏-西川雄大「奥山廃寺の創建瓦Jr古代瓦研究IJ奈良国
立文化財研究所 2∞0)、7世紀後半に、基壇も含めてそれ
までの金堂を大改修し、いっぽうで塔を創建して寺観を

整えたのではないだろうか。また、 一面の瓦敷きは、伽

藍堂塔建設の最終段階に敷かれたものと推察する。

奥山廃寺の伽藍廃絶期は明確でないが、瓦襟層の堆積

状況から、大雨による土砂崩れのような自然災害だった

可能性がある。 (箱崎和久)




